
生徒質問紙に見られる本県の状況

「数学の授業で学習したことを普段の生活で活用できないか考える」33.4／37.7

（兵庫県／全国)（％）

「関数の問題を考えるとき、２つの数量の関係を、表、式、グラフを使って考える」37.2／41.4

【要因分析】

事象を数学的に解釈して分析できて

いるが、数学的な説明ができていないの

ではないか。

無解答については、事象を理想化、単

純化し一次関数として捉えることがで

きないのではないか。

【課題】

事象を数学的に解釈し、表、式、グラ

フを用いようとしているが数学的な表

現を用いて説明することに課題がある。

また、「用いるもの」とその「用い方」

を明記し説明することに課題がある。国

立教育政策研究所『…４年間の調査結果

から今後の取組が期待される内容のま

とめ』（【中学校編】P38～P39、P178～

P183)においても、各領域を通しての課

題として「問題解決の方法を数学的な表

現を用いて説明すること」が取り上げら

れている。

課題が見られた問題 ＜Ｂ活用 ３ （２）＞ （関数：記述式）

【解答の状況】（兵庫県／全国）

正答率 31.0／31.7 無解答率 36.5／34.1

＜誤答例＞

○「用いるもの（表、数値、グラフ）」と「用い

方（変化の割合を求める、式に代入する、座標

を読む）」を明記し、数学的に表現し、説明す

ることができていない。 27.4／29.0

○関数の問題に表、式、グラフを用いる

１つの関数の問題に対して表、式、グラフを用いて多

方面からアプローチする指導が大切である。

○理科と数学

「力と物体の運動」の単元と

数学「２乗に比例する関数」単

元の重複する内容を活用する。

実験結果を基に考察を関数

の課題として扱うことや記録

タイマー実験の結果を利用し

発展的に処理したり、位置エネ

ルギーと運動エネルギーの変

換を処理するなど、実験で得ら

れた結果を基に数学によって

算出する。このことにより数学

のよさを感じさせる。

例えば…

○的確に説明する

解決過程で「用いるもの」とその「用い方」を明記す

るなど的確に説明する指導が大切である。また、説明の

指導は基礎的・基本的な知識・技能に関する問題につい

ても指導することが大切である。
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【問題】水温が８０℃になるまでにかかる時間を

求める方法を説明する。
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○日常の変化の様子を予測した実際のデータの特徴を分

析し、事象を理想化、単純化する

活動を通して日常的な事象と数学の世界を結び付ける

ことにより、数学のよさを実感できる指導が大切である。


